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自己紹介

出 身 地：広島県
生年月日：1980年10月1日
血 液 型：O型

略 歴
美鈴が丘高校から大阪商業大学を経て、
2016年 広島ドラゴンフライズ 代表取締役社長 就任

浦 伸嘉
うら のぶよし

家族構成：妻、バスケット好きな２人息子

自己紹介
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本日の内容

1. B.LEAGUEについて

2. 広島ドラゴンフライズについて

目次
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B.LEAGUEについて
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B.LEAGUEの成長要因

バスケットは競技者人口NO１のスポーツ！

世界的人気スポーツに発展！そして日本でも男女共に人気のスポーツ！

バスケットの競技者人口
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(米国でテレビ保有全世帯の40％)

動画視聴者数
（前年比+5％）

合計観客動員数

NBA専門チャンネル
NBA TV契約世帯数

NBAは世界最大
SNSコミュニティー
"イイね"合計数

2018-19NBAシーズンの
平均観客動員数

11億5000万人

16億回超え

4760万世帯

2200万人

約1万6,000人

NBAは世界最高峰リーグへ発展



B.LEAGUEが目指す姿
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B.LEAGUE 事業成果

将来構想による成長の加速により、現ＣＢＡ・ＥＵＲＯ ＬＥＡＧＵＥと同水準となる

入場者数５００万人・事業規模５００億円を目指す。

B.LEAGUE 事業規模目標



業界発展に向けた
３つの重要指針

入場者数基準

平均：4,000名

アリーナ基準
・新設アリーナ基準充⾜
・カーディング⾃由度

売上基準

売上⾼：12億円

事業投資⼒の裏付け

成⻑の基盤
・チケット収入・スポンサー収入を更に
上げる“魅せる”アリーナを有している
・毎⽇試合が⾏えるような世界を作る

ためのアリーナ⾃由度を持てる

事業の基盤

・単⽇開催でも会場を満員化でき、
収益化できるクラブであること

・チケット収入・スポンサー収入・
他バスケ収入の源泉
となる基盤がある
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•収入の源泉である入場者に対してしっかり、収益化できていること
•スタッフ・選⼿・興⾏に⼗分に投資できる状況であること

•上記を新B1クラブライセンス基準とする
•新 B2クラブライセンス基準：売上⾼4億円•入場者数 2,400人

（予定）
•新 B1参入審査は 2024年10月予定 9

B.LEAGUE 成長戦略
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【参考】沖縄アリーナ

https://youtu.be/EG7KZrjQeHE

沖縄で1万人規模の夢のアリーナの実現

Bリーグの中でも有数の人気を誇る、沖縄の琉球ゴールデンキングスのホームタウンの

縄県沖縄市に1万人規模の沖縄アリーナが2021年4月にオープンしました。

B.LEAGUE アリーナ建設
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https://youtu.be/EG7KZrjQeHE
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B.LEAGUEの未来

各地にクラブのアリーナ建設ラッシュ！

26-27シーズンからB1の基準に「(アリーナの)主体的な運営」を加え、

クラブが優先的に興行できることが条件に！

24年3月の時点で運営権を取得しているか、取得への現実的な計画が必要。

↓アリーナ建設予定クラブ

B.LEAGUE アリーナ建設に向けて

↓広島ドラゴンフライズも
アリーナ建設に向けて始動！
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広島ドラゴンフライズについて

来場者数と売上推移
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4. ビジネス論について

世界遺産である「厳島神社」が存在する宮島にルーツをもつ、
広島県を拠点に活動するプロバスケットボールクラブです。

広島ドラゴンフライズ 概要
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4. ビジネス論について

プロスポーツクラブは広島県、地域に密着した活動を積極的に行い
選手、クラブのコアファンを構築していき、地域から愛される存在になること

↓

広島ドラゴンフライズ ビジネスモデル
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4. ビジネス論について

バスケットボールクラブは選手の入れ替わりが激しく、地域やファンの方々に
名前と顔を覚えてもらいにくいことが最大の課題である

↓
クラブのファンを増やしていくことが必須であると考えている。

↓
地域、県民からの『信頼』を得ることが第一

↓

広島ドラゴンフライズ ビジネスモデル

協会

行政

メディア
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4. ビジネス論について

広島ドラゴンフライズとしてどのような哲学、理念を掲げ、地域のどのような存在に
なりたいのかを明確に表現する必要があると考えている。

＝

広島ドラゴンフライズ ビジネスモデル

？
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4. ビジネス論について

世界平和都市『ヒロシマ』に存在する唯一無二のスポーツクラブとして、
平和を希求する広島らしさを大事にし、「平和があるからこそスポーツができる」という

使命感を持って、その義務と責任を果たしていきます。

「世界の中の広島」に存在するバスケットボールクラブ
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4. ビジネス論について

「世界の中の広島」として、持続可能でよりよい社会の実現を目指し、
様々なSDGsに取り組んでいます。

広島ドラゴンフライズ SDGs活動内容

バスケットボールクリニック

学校での講演会
ドラゴンフライズカップ（復興支援）

折り鶴寄贈
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5. ビジネスについて ～ターゲティング～

広島県教育委員会様のご協力に基づき、広島県内全ての小・中・高学校生徒へ約35万枚を配布

広島ドラゴンフライズ 社会貢献活動～ドリームカード～

ドリームカードについて
広島ドラゴンフライズは2017年～『子供達』が『無料』で
試合観戦可能な【 ドリームカード 】企画を行っています。
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5. ビジネスについて ～ブランディング～広島ドラゴンフライズ ピースプロジェクト ～おりづる賞～

おりづる賞について
広島で行われるB.LEAGUE公式戦ホームゲームでは試合前に両クラブで
おりづる交換を行い、Bリーグクラブの平和の輪を広げる活動や、
「おりづる賞」を創設しその日１番のフェアプレーを行なった選手を
両クラブから1名ずつ選出し、表彰しています。



第１回全国⾼校生SDGs選⼿権２０２０優勝

全国の12 校の高校生チームが「SDGs と企業の課題」
をテーマに、2021 年 3 月に開催された全国大会で、
高校生が本気で考えた新規事業プランについて
各企業の社長へプレゼンテーションをおこないました。

12校のプレゼンでドラゴンフライズへ提案した
武田高校が見事「優勝」！！
高校生とドラゴンフライズとが実際のプロジェクト
として一緒に取り組みをおこなっていくことと
なりました。

5. ビジネスについて ～ブランディング～広島ドラゴンフライズ SDGs 武田高校との取り組み
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4. ビジネス論について広島ドラゴンフライズ 中長期戦略
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4. ビジネス論について広島ドラゴンフライズ 中長期戦略

アジア戦略について

■アジアの現状
・人口増加
・クリプトへの移行促進

■アジアに向けたサービス展開準備

・最新テクノロジーを駆使できるアリーナ建設へ向けての準備、情報収集
インバウンド獲得、ライセンス映像販売、バーチャル空間のサービス提供

・最新テクノロジーとの融合
NFT化



これからも、広島ドラゴンフライズは広島に密着し、
地域の方々とともに繁栄できる企業を目指していく所存ですので、
引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。
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おわりにおわりに
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ご清聴ありがとうございました。
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